
●2014年10月31日発行　●編集・発行／三重大学 広報室　TEL 059-231-9789 FAX 059-231-9000

第136号

9月24日
総務チーム

Flash News
フラッ シュ  ニ ュ ー ス   

医学部看護学科棟第1講義室において、川崎二郎衆議院議員による標記特別講演会が行われました。約160人の学生・教職
員を前に、川崎氏は日本経済の現状と三重県・三重大学の課題について様々なデータを示して話されました。本学の課題につ
いて再認識する大変有意義な機会となり、参加した職員からは「三重大学が置かれている現状と今後の方向性について考え
直す良い機会となりました」との感想がありました。

川崎二郎衆議院議員による三重大学特別講演会
「日本経済の現状と三重県・三重大学の課題」

人文学部
校舎1階の
学生ラウン
ジに、「大学
生協人文プ
チショップ」
がオープン
しました。昼食時に、第一生協などの食堂が非
常に混雑するため、学生の食事時間の確保と

利便性を向上させる
ことを目的に、オー
プンすることとなり
ました。後藤　基人文
学部長からは「きち
んとした食事をとる
ことで、しっかりと講
義に臨んで欲しい」
と、期待を込めたコ
メントがありました。

10月7日
人文学部

10月16日
国際交流センター国際協力機構（JICA）との連携覚

書署名式およびJICA連携セミナーを開催
人文学部に

生協プチショップがオープン
独立行政法人国際協力機構（JICA）と本学は、国際協力や学術研究・
教育の発展などに関する包括的な連携覚書を締結することとなり、JICA
中部国際センターの鈴木康次郎所長と本学の内田淳正学長により覚書
に署名が行われました。この覚書に基づき、2014年10月からJICA中部と
の連携講義「国際協力入門」を共通教育科目として新規開講しました。本
講義では、国際協力の第一線で活躍するJICA職員や本学の教員、国際機
関・NGO職員などが現場での経験や課題を講義するもので、すでに50
人以上の学生が履修する人気科目となっています。
署名式の後、JICA連携セミナーが

開催されました。JICA中部の岩瀬　

誠研修業務課長から大学で活用可
能なJICAの大学連携メニューにつ
いて紹介された後、本学の堀　浩樹
理事（国際交流担当）、江原　宏副学
長（国際担当）、生物資源学研究科
の吉松隆夫教授から連携の概要・事
例について紹介があり、今後の連携
促進について理解を深める有意義
な機会となりました。



文部科学省研究振興局学術研究助成課の前澤
綾子企画室長による「科学研究費助成事業－科研
費－をめぐる最近の状況等について」と題した講
演などが行われ、133人の教職員が参加しました。

平成26年度科研費説明会
 9月 24日／社会連携チーム

JSTさくらサイエンスプランでイン
ドネシアの学生が来学
JST日本・アジア青少年サイエンス交流事業

（さくらサイエンスプラン）として、インドネシ
アの4協定大学より10人の学生が来学し、本
学教員による特別講義などが行われました。

 1日～8日／生物資源学部
平成26年度三重大学大学院入学式

留学生を含めた28人の入学者に対し、内
田学長から「社会に貢献する気持ちを忘れ
ず、様々な人と討議をすることで研究を深め
ていってほしい」と式辞がありました。

 10月 1日／総務チーム

省エネ大賞西日本地区発表大会で
優秀プレゼンテーション賞を受賞
ドーンセンター（大阪）において、標記大会が
開催され、スマートキャンパス部門長の坂内正
明教授が本学の省エネ事例の取り組みを発表
し、優秀プレゼンテーション賞を受賞しました。

 9日／国際環境教育研究センター
第6回三重大サイエンスカフェ

地域イノベーション学研究科の小林一成教授
からDNA・ゲノムなどの専門用語の分かり易い説
明と遺伝子組換え食品やクローンの話題が提供
され、講演後は活発な質疑応答が行われました。

 6日／社会連携研究センター
第6回地域イノベーション学に関
する国際ワークショップ
台湾から招へいした3人の大学教員による特

別講演や本学の博士課程の学生による21件の研
究発表が英語で行われ、研究に関する見識を深
め、国際感覚を養う有意義な機会となりました。

 16日、17日／地域イノベーション学研究科

ご 報 告
◉9/30
　

◉10/1～2
　

◉10/8

◉10/23

◉10/23

三重テレビ放送「きらめき☆三重大学！」第6回が練習船「勢水丸」をテーマに放送され、学生リポーターに上谷太志さん、ス
タジオトークに内田 誠船長が出演しました。〈総務チーム広報室〉

「平成26年度ISO14001サーベイランス」が行われ、最高環境責任者である内田学長へのインタビューや、対象ユニットの審
査、学内各所のサイトツアーなどが行われました。〈国際環境教育研究センター〉

教育学部長候補者に藤田達生教育学部長が再選出されました。任期は2015年4月1日から2年間です。〈教育学部〉

解剖体感謝式が挙行され、医学教育のためにご献体いただいた方やご遺族の方に感謝の気持ちを捧げました。〈医学部〉

学生・教職員による学内一斉清掃「平成26年度第3回キャンパスクリーン作戦」を実施しました。〈施設管理チーム〉

キャリア・ピアサポーター認定式

学生が学生の生活や修学を支援する標記
資格の認定式が行われ、10人が上級、8人が初
級資格を取得し、内田学長、後藤太一郎学生総
合支援センター長から認定証が送られました。

 17日／就職支援チーム
「第20回 EKIDEN for LIFE（生命の
駅伝）」募金授与式
5月16日から25日に行われた、標記チャリティ

イベントにより集まった募金が本学に授与さ
れ、伊藤病院長から謝辞が述べられました。募
金は今後のがん研究資金として活用されます。

 20日／医学・病院管理部総務課
ご寄附に対する感謝状贈呈式

馬場 猛様、幸子様ご夫妻から修学上、経済的
理由により困窮する医学部生への奨学金など
として活用してほしいと多大なご寄附をいただ
き、内田学長が感謝状を贈呈しました。

 21日／医学・病院管理部総務課
い の ち

地域イノベーションホールにて

上級資格認定式の様子


